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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成25年2月27日(2013.2.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明は、画像データに対して位置補正の値に基づいて副走査方向の画像の１画素未満
の位置補正を行う画像位置補正手段と、画像の位置ずれを求めるための検出用パターンを
形成する画像形成手段と、前記形成された検出用パターンを検出する検出手段と、前記検
出された検出用パターンに基づいて画像の位置ずれ量を計算する位置ずれ量計算手段と、
を備えた画像形成装置であって、前記検出手段の検出領域近傍に形成される前記検出用パ
ターンの画像データに対して前記１画素未満の位置補正を前記画像位置補正手段に行わせ
ずに、前記形成手段に前記検出用パターンを形成させ、前記位置補正の値および前記検出
用パターンの検出結果から求まる値を用いて前記位置ずれ量を前記位置ずれ量計算手段に
計算させる、制御手段を備えることを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像データに対して位置補正の値に基づいて副走査方向の画像の１画素未満の位置補正
を行う画像位置補正手段と、
　画像の位置ずれを求めるための検出用パターンを形成する画像形成手段と、
　前記形成された検出用パターンを検出する検出手段と、
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　前記検出された検出用パターンに基づいて画像の位置ずれ量を計算する位置ずれ量計算
手段と、
を備えた画像形成装置であって、
　前記検出手段の検出領域近傍に形成される前記検出用パターンの画像データに対して前
記１画素未満の位置補正を前記画像位置補正手段に行わせずに、前記形成手段に前記検出
用パターンを形成させ、
　前記位置補正の値および前記検出用パターンの検出結果から求まる値を用いて前記位置
ずれ量を前記位置ずれ量計算手段に計算させる、制御手段を備えることを特徴とする画像
形成装置。
【請求項２】
　前記画像位置補正手段は、補正される画素データを該画素データと副走査方向で隣り合
う画素データとのそれぞれの重み付け和とすることで前記１画素未満の位置補正を行うこ
とを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記画像位置補正手段は、画素データを１画素単位で副走査方向へオフセットすること
で１画素単位の位置補正を行う手段をさらに有し、
　前記制御手段は、前記形成手段に前記検出用パターンを形成させる場合、前記検出手段
の検出領域近傍に形成されるパターンにおいて前記１画素単位の位置補正が行われること
による段差を生じさせないように前記画像位置補正手段を制御することを特徴とする請求
項１または２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記制御手段は、パターンが形成されない領域の位置補正を行わずに前記形成手段に前
記検出用パターンを形成させ、
　前記パターンが形成されない領域の位置補正の値を用いて前記位置ずれ量を前記位置ず
れ量計算手段に計算させることを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、前記検出用パターン以外の画像データに対して、前記１画素未満の位
置補正を行うように前記画像位置補正手段を制御することを特徴とする請求項１に記載の
画像形成装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、主走査方向の位置ずれ量を用いて前記位置ずれ量を前記位置ずれ量計
算手段に計算させることを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項７】
　形成された検出用パターンを検出する検出手段を備えた画像形成装置に関する制御方法
であって、
　画像データに対して位置補正の値に基づいて副走査方向の画像の１画素未満の位置補正
を行う画像位置補正ステップと、
　画像の位置ずれを求めるための検出用パターンを形成する画像形成ステップと、
　前記検出された検出用パターンに基づいて画像の位置ずれ量を計算する位置ずれ量計算
ステップと、
　前記検出手段の検出領域近傍に形成される前記検出用パターンの画像データに対して前
記１画素未満の位置補正を前記画像位置補正ステップにおいて行わせずに、前記形成ステ
ップにおいて前記検出用パターンを形成させ、
　前記位置補正の値および前記検出用パターンの検出結果から求まる値を用いて前記位置
ずれ量を前記位置ずれ量計算ステップにおいて計算させる、制御ステップを備えることを
特徴とする画像形成装置に関する制御方法。
【請求項８】
　前記画像位置補正ステップは、補正される画素データを該画素データと副走査方向で隣
り合う画素データとのそれぞれの重み付け和とすることで前記１画素未満の位置補正を行
うことを特徴とする請求項７に記載の制御方法。
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【請求項９】
　前記画像位置補正ステップは、画素データを１画素単位で副走査方向へオフセットする
ことで１画素単位の位置補正を行うステップをさらに有し、
　前記制御ステップは、前記形成ステップにおいて前記検出用パターンを形成させる場合
、前記検出手段の検出領域近傍に形成されるパターンにおいて前記１画素単位の位置補正
が行われることによる段差を生じさせないように前記画像位置補正ステップを制御するこ
とを特徴とする請求項７または８に記載の制御方法。
【請求項１０】
　前記制御ステップは、パターンが形成されない領域の位置補正を行わずに前記形成ステ
ップにおいて前記検出用パターンを形成させ、
　前記パターンが形成されない領域の位置補正の値を用いて前記位置ずれ量を前記位置ず
れ量計算ステップにおいて計算させることを特徴とする請求項７に記載の制御方法。
【請求項１１】
　前記制御ステップは、前記検出用パターン以外の画像データに対して、前記１画素未満
の位置補正を行うように前記画像位置補正ステップを制御することを特徴とする請求項７
に記載の制御方法。
【請求項１２】
　前記制御ステップは、主走査方向の位置ずれ量を用いて前記位置ずれ量を前記位置ずれ
量計算ステップにおいて計算させることを特徴とする請求項７に記載の制御方法。
【請求項１３】
　請求項７乃至１２の何れか１項に記載の制御方法をコンピュータに実行させるためのプ
ログラム。
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